
 

 

 

 

卒業に向けて 
 

 今日で２月の授業日も終了となり、いよいよ来週は３年生の卒業式です。 

 学校では、様々な卒業への取組が行われています。３年生も少しずつ卒業していくことを自覚してき

ました。卒業生が義務教育修了へのけじめを付け、新しい人生を笑顔で出発できるよう、在校生・教職員

全員で送り出したいと考えています。 
 

ありがとう清掃 ２月 20 日(金) 

 卒業を目前に控え、３年生は自分たちが使用した教室を中心 

に、学び舎への感謝の気持ちをこめた特別清掃を行いました。 

教室の掲示物は１年間のクラスの成長です。ともに過ごしてき 

た仲間との思い出を振り返りながら、心を込めて清掃に取り組 

んでいました。 
 

三年生を送る会 ２月 24 日(火) 

 ３年生からバトンを引き継いだ生徒会が計画を立て、今週は 

三送会ウィークとなりました。各委員会が卒業生に向けての取 

組を発表して卒業式への意識を高めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 当日のクイズは、木崎中で３年間過ごして端の端まで知り尽く 

した卒業生を中心に異学年グループをつくり、先輩と後輩が互い 

に知識を出し合って問題を解きました。 

 新生徒会にとっては、初めての行事運営でした。先輩の偉大さ 

に気付くとともに手本を思い出しながら引き継ぐ決意を込めてい 

ました。 
 

同窓会入会式 ２月 25 日(水) 

 同窓会入会式がありました。同窓会長の    さんにご来校 

いただき、同窓生となる決意を述べ、  さんからは同窓生に向 

けた激励と期待のお言葉をいただきました。 

   同窓会長は、今年度で同窓会長の任期を終えられます。そ 

こで、すべての同窓生を代表して第 79 期同窓生が感謝の気持ちを 

あらわし、校長先生から感謝状が贈呈されました。 

 入会式で述べられた言葉を裏面に掲載しましたのでお読みくだ 

さい。(一部抜粋させていただきました) 

                                

木中だより  新潟市立木崎中学校 

令和８年２月２７日 

生徒会本部    三送会運営(クイズ、くす玉、飾りつけ) 

規律委員会    スライドショー 

保健・給食委員会 感謝の気持ちをポスターで伝えよう 

図書委員会    全校感謝メッセージ 

整備・福祉委員会 窓ふき 

広報委員会    卒業イントロクイズ 

応援団      昼休みに３年生と交流、全校エール 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月に入り、感染症の罹患が出ています。他校に 

 比べて拡大傾向ではなく、リレーの形です。幸い、 

 まだ学級閉鎖の措置はとらずに教育活動を進める 

 ことができています。 

  来週は、３年生が卒業式と公立高校入試を控え 

 ています。感染症対策を全校で取り組み、最善の 

 形で３年生に臨ませたいと考えています。 

  ほけんだよりでも発信しています。 

ご協力をお願いします。 

 

◆ 栄養バランスのある食事・十分な睡眠 

◆ 手指消毒・うがいの徹底・マスクで予防 

◆ 体調に変化を感じたときは登校を控える 

 
 

26日（木）、木崎小学校で運営協議会が行われ 

ました。今年度の各校の教育活動について振り返り 

が行われ、次年度の教育課程が承認されました。 

 また、いじめ防止対策委員会と学校保健委員会 

も行われ、木崎の子どもたちの状況や学校の取組 

について協議が 

なされ、地域とし 

てできることを話 

し合いました。 

 

 

同
窓
会
入
会
の
言
葉 

  

私
た
ち
は
今
、
卒
業
式
を
間
近
に
控
え
、
式
の
練

習
や
進
路
実
現
に
向
け
た
勉
強
を
、
日
々
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
今
日
は
同
窓
会
に
入
会
す
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
一
つ
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
は
今
ま
で
地
域
の
方
々
か
ら
支
え
ら
れ

て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
で
一

緒
に
活
動
す
る
な
ど
、
木
崎
中
学
校
の
卒
業
生
で
あ

る
同
窓
会
の
皆
さ
ん
を
中
心
と
し
た
地
域
の
方
々

か
ら
の
温
か
い
お
気
持
ち
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
こ

の
木
崎
中
学
校
で
卒
業
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
も
同
窓
生
の
一
員
と
し
て
後

輩
の
活
動
に
協
力
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。
同
時
に
私

た
ち
自
身
も
、
後
輩
の
た
め
に
役
に
立
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
自
分
自
身
を
磨
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
私
た
ち
は
中
学
校
を
巣
立
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
違
う
道
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

間
違
い
な
く
こ
れ
ま
で
よ
り
も
多
く
の
社
会
と
か

か
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
夢
と
信

念
、
そ
し
て
木
崎
中
学
校
の
同
窓
生
と
し
て
の
自
覚

と
誇
り
を
も
っ
て
、
社
会
に
、
そ
し
て
世
界
に
大
き

く
羽
ば
た
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

本
日
は
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

同
窓
生
に
贈
る
言
葉 

  

今
日
の
入
会
式
に
、
私
か
ら
皆
さ
ん
に
大
切
に
し

て
ほ
し
い
二
つ
の
言
葉
を
贈
り
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
、「
絆
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
」
で
す
。

中
学
校
三
年
間
を
通
じ
て
、
先
生
や
同
級
生
な
ど
と

多
く
の
活
動
・
体
験
を
共
感
し
、
絆
を
深
め
て
き
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
共
感
・
絆
は
皆
さ
ん
の
人
生
の

宝
で
す
。
時
代
と
し
て
Ａ
Ｉ
が
進
歩
し
、
人
に
代
わ

っ
て
様
々
な
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ
そ
様
々

な
人
と
の
交
流
に
よ
り
努
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
同
窓
会
の
原
点
は
、
こ
の
共
感
・
絆
だ
と
思
い

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
な
く
大
切
に
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 
二
つ
目
は
、「
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
ま
し
ょ
う
」

で
す
。
昨
年
の
合
唱
祭
で
皆
さ
ん
が
歌
わ
れ
た
「
手

紙
～
拝
啓
十
五
の
君
へ
」
を
聴
き
、
と
て
も
感
動
し

ま
し
た
。
こ
の
歌
を
一
人
ひ
と
り
が
心
に
刻
み
な
が

ら
歌
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
思
い
や
願
い
を
忘

れ
ず
に
、
大
切
に
こ
れ
か
ら
の
道
を
一
歩
一
歩
進
ま

れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
答
え
の
な
い
時
代
と
い
わ

れ
る
一
方
で
、
様
々
な
こ
と
が
可
能
に
な
る
時
代
で

す
。
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
、
時
に
自
分
の
思
い
を

伝
え
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
歩
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
が
目
指
し
た
進
路
で
四
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 


